
モデル計画 A：育児をしている職員く、いろいろなニーズのある会社 

社会福祉法人相模原市社会福祉協議会  

次世代育成支援対策推進法に基づく行動計画 

 

社会福祉法人相模原市社会福祉協議会（以下「本会」）職員がその能力を発揮し、仕事と

生活の調和を図り働きやすい雇用環境の整備を行うため、次のように行動計画を策定する。 

 

１．計画期間 令和５年７月１日～令和１０年６月３０日まで（５年間） 

 

２．内容 

 

 

 

＜対策＞ 

 ●令和５年７月～ 育児・介護休業等制度について、職員への周知を徹底し、制度が利

用しやすくなるよう職場環境の整備を行う。 

 ●令和５年度～  制度に関するパンフレットの作成・配布、管理職を対象とした研修

及び社内広報などによる職員への周知を行う。 

 

 

 

 

 

＜対策＞ 

 ●令和５年７月～ 導入可能な制度の分析・検討、周知方法の検討 

 ●令和５年度   採用時研修、社内広報等による職員への周知 

  

 

 

 

 

＜対策＞ 

 ●令和５年７月～ 積極的な年次有給休暇取得の促進 

 ●令和５年度   社内広報等による職員への周知 

 

以 上 

目標１：男性・女性を問わず、育児休業等を取得しやすく、職場復帰しやすい環境整備

を行う。 

 

目標２：育児・介護休業法に基づく育児休業等、雇用保険法に基づく育児休業給付、労

働基準法に基づく産前産後休業など諸制度の周知を行う。 

目標３：働き方の見直しに資する多様な労働条件の整備を行うため、年次有給休暇の取

得の促進のための措置を実施する。 


